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青森県漁業協同組合連合会とむつ湾漁業振興会共催による第32回 ｢海をきれいにす

る運動｣ は､ むつ湾関係者のご協力により相当の成果を上げて終了致しました｡

この運動は､ ｢むつ湾の公害絶滅・漁場環境を図り､ 資源保護自然環境保全に努め､

むつ湾の海をより美しいものとする｣ ことを目的に､ 今年も７月20日から10月31日ま

で実施され､ 各漁協の協力のもと海岸清掃や海底清掃が行われました｡

また､ この運動の一環としてむつ湾沿岸に位置する小・中学校の生徒を対象に海を

テーマとした作品募集をしたところ､ 図画154点､ ポスター196点､ 作文57点､ 標語238

点の合計645点の応募があり､ 専門審査員による厳正な審査により､ 優秀作品が決定

され､ 表彰式が去る12月25日(土)青森県水産ビルにおいて行われました｡

なお､ 図画の部の優秀作品 (小学校６点) については､ 全漁連主催の第27回 ｢全国

海の子絵画展｣ へ出品されます｡

本運動にご協力をいただきました関係者並びに学校関係者に対して厚くお礼申し上

げます｡ 来年度も引き続き本運動を展開して参りますので､ 何卒ご協力をいただきま

すようお願い致します｡

尚､ 入賞された作品については､ 青森県水産ビル２階ギャラリーへ展示致しており

ますので､ ご来館の際は是非ご覧下さるようお願い申し上げます｡
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賞 名 学校名 学年 氏 名
特 選 油 川 ６年 田 中 真 美
準特選 平 舘 １年 木 村 美 紅
〃 小 湊 ６年 佐々木 勇 輔
佳 作 油 川 １年 田 中 拓 斗
〃 〃 ３年 蝦 名 祐 樹
〃 〃 ４年 後 籐 美 萌
〃 〃 ５年 福 井 智 子
〃 〃 〃 三 上 紗緒里
〃 浅 所 ４年 寺 嶋 和 也
〃 三 � ５年 浜 谷 祥 史
〃 〃 ６年 飯 田 遥
〃 小 湊 ５年 渡 邊 由 子
〃 城ヶ沢 〃 齊 藤 絵里奈
〃 奥 内 ６年 安 部 真 奈
〃 〃 〃 土 岐 のどか
〃 〃 〃 原 田 里 美
〃 第二田名部 〃 高 橋 夏 子�����
賞 名 学校名 学年 氏 名
特 選 角 違 ３年 齊 藤 鮎 美
準特選 今 別 ２年 上 山 雅 史
〃 三 � 〃 蠣 � ひとみ
佳 作 今 別 〃 東 亮 汰
〃 三 � ３年 伊 藤 萌 未
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賞 名 学校名 学年 氏 名 備 考
特 選 久栗坂 ２年 蝦 名 ククリ 第27回全国海の子絵画展出品
準特選 土 屋 １年 奥 田 宥 羽 〃
〃 久栗坂 ６年 阿 保 博 隆 〃
佳 作 〃 ２年 折 舘 栞 奈 〃
〃 〃 ４年 阿 保 雄 也
〃 西田沢 ２年 溝 江 敢 太 第27回全国海の子絵画展出品
〃 〃 〃 市 川 明 歩
〃 第一田名部 〃 小 島 有 玄 第27回全国海の子絵画展出品
〃 平 舘 １年 高 畑 利 生
〃 浦 田 〃 福 田 純 也
〃 土 屋 〃 浜 中 桂 佑
〃 〃 〃 加 藤 拓 哉
〃 油 川 ３年 小 村 拓 翔
〃 宿野部 ５年 橋 本 実 季
〃 馬 門 ６年 柴 田 貴 紀

賞 名 題 名 学校名 学年 氏 名
特 選 海をいじめちゃダメ！ 大 湊 中 ２年 眞 部 瑞 穂
準特選 拾う人でも捨てる人 横 浜 中 〃 目 黒 絵 夢
〃 いつまでもきれいな海に 横 浜 小 ６年 杉 山 あてな
佳 作 私たちの海をきれいにするために 大 湊 中 ２年 鎌 田 みずほ
〃 海が海として生きるために 横 浜 中 ３年 澤 谷 惇 史
〃 海が海でいられるように 大 湊 中 ２年 新 松 啓 惠
〃 海を保つために 大 湊 中 〃 大 西 里 美
〃 ぼくができること 第一田名部小 ６年 畑 中 潤

第27回全国海の子絵画展出品 (小学校) ６点

賞 名 題 名 学校名 学年 氏 名
特 選 言ってみたい 自信をもって ｢海きれい！｣ 大 湊 中 ２年 小 舘 菜 摘
準特選 残そうよ 未来にきれいな 砂浜を 造 道 小 ５年 滝 本 早
〃 守ろうよ 海は世界の お友達 第二川内小 ６年 丸 谷 美 樹
佳 作 大切に なごみの海は 宝物 大 湊 中 １年 向 平 理 沙
〃 捨てません 魚を守る 気持ちから 西 田 沢 小 ５年 藤 田 走 波
〃 ごみ一つ 拾う心が 地球をすくう 馬 門 小 ６年 戸 沢 仁 美
〃 いつまでも 海の健康 守りたい 大 湊 小 ４年 楡 木 清 功
〃 青い海 きれいにしよう 育てよう 蛎 崎 小 ３年 大 室 海 波
〃 海の青さ その色みんなで 守ろうよ 第二田名部小 ６年 長 倉 美 紀
〃 青い海 顔を上げたら 青い空 造 道 小 ５年 菅 原 奈 月
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四
月
上
旬
。
私
の
家
か
ら
安
渡
湾
を
見
る
と
、
大
勢

の
人
の
姿
が
見
え
る
。
年
に
二
日
間
行
わ
れ
る
汐
干
狩
。

汐
が
ひ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
ア
サ
リ
が
取
れ
る
こ
の
時

期
に
、
私
は
あ
る
事
を
思
う
。

｢

人
が
た
く
さ
ん
来
る
の
は
い
い
け
ど
、
そ
の
分
ゴ
ミ

が
た
く
さ
ん
で
る
の
で
は
な
い
か
。｣

日
本
全
国
で
は
、
た
く
さ
ん
の
自
然
を
メ
イ
ン
と
し

た
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
海
や
山
の
看
板
に
は
、
い

つ
も

『

ゴ
ミ
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。』

と
書

い
て
あ
る
。
し
か
し
、
人
々
は
面
倒
く
さ
い
、
じ
ゃ
ま

だ
か
ら
、
と
い
っ
て
捨
て
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
海
の

中
に
は
、
缶
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
か
ら
、
タ
バ
コ
な
ど

が
沈
ん
で
い
る
。
そ
の
中
に
入
る
の
が
嫌
で
、
私
は
海

に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
平
気
で
入
っ
て
い
る
人
は
、

ど
う
い
う
気
持
ち
な
の
か
知
り
た
か
っ
た
。

私
は
あ
る
日
、
友
人
に
、
海
に
入
っ
た
時
に
ゴ
ミ
が

沈
ん
で
い
た
ら
、
ど
う
思
う
か
尋
ね
て
み
た
。
す
る
と
、

｢

私
も
ゴ
ミ
を
捨
て
て
る
か
ら
平
気
だ
よ
。｣

と
、
軽
い
表
情
で
話
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
友
人
の
顔

を
な
ぐ
り
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
ど
う
し
て
な
の
か
。

本
当
は
き
れ
い
な
海
を
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
海
な
の

に
。
人
々
が
ゴ
ミ
を
捨
て
て
、
汚
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

私
が
小
学
校
の
高
学
年
の
頃
、
海
岸
沿
い
の
道
路
を
、

友
達
と
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
。
す
る
と
、
海
に

向
っ
て
ゴ
ミ
を
投
げ
て
い
る
、
高
校
生
ぐ
ら
い
の
二
〜

三
人
が
い
た
。
私
と
友
達
は
、
勇
気
を
出
し
て
、

｢

海
に
ゴ
ミ
を
投
げ
た
り
捨
て
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。｣

と
言
っ
た
。

す
る
と
、
高
校
生
は
、
私
達
を
に
ら
み
、
そ
の
場
を
去
っ

た
。
き
っ
と
、
う
る
せ
ぇ
と
か
別
に
お
前
ら
に
関
係
な

い
、
と
言
お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
達
が

ま
だ
子
供
だ
と
思
い
、
に
ら
ん
だ
だ
け
な
ん
だ
、
と
私

は
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
人
に
注
意
す
る
こ
と
に
恐

怖
感
を
持
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
海
に
物
を
捨
て
て
い
る

人
を
見
て
も
、
注
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
の
私
は
違
う
。
海
に
物
を
投
げ
た
り
す

る
こ
と
は
、
世
間
一
般
で
言
わ
れ
て
い
る

『

い
じ
め』

と
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
も
し
、
海
が

人
間
だ
と
し
た
ら
、
人
に
ゴ
ミ
を
投
げ
つ
け
て
ケ
ガ
を

さ
せ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
。
私
は
そ
う
思
う
。
だ
か
ら
、

物
を
捨
て
て
い
る
人
に
、

｢

海
を
い
じ
め
な
い
で
。｣

と
呼
び
か
け
た
い
。
捨
て
て
な
い
人
に
も
呼
び
か
け
れ

ば
、
き
っ
と
海
に
対
し
て
の
い
じ
め
は
な
く
な
る
は
ず

だ
。
汚
い
海
を
見
る
よ
り
、
き
れ
い
で
魚
が
た
く
さ
ん

暮
ら
し
て
い
る
方
が
、
だ
れ
だ
っ
て
さ
わ
や
か
な
気
持

ち
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

今
、
こ
の
日
か
ら
、
私
は
海
を
大
切
に
し
て
い
く
と

い
う
決
意
を
し
た
。
私
一
人
だ
け
気
を
つ
け
て
も
だ
め

な
事
だ
。
人
間
全
員
が
気
を
つ
け
て
い
け
ば
、
海
は
今

ま
で
に
な
い
く
ら
い
の
輝
き
を
見
せ
て
く
れ
る
。
私
は
、

そ
う
な
る
日
が
必
ず
く
る
と
信
じ
て
い
る
。
絶
対
、
魚

や
貝
も
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
海
。
人
が
笑
顔
に
な
る

海
。
こ
う
い
う
海
を
、
み
ん
な
で
目
指
し
て
い
こ
う
よ
。

協
力
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と
結
果
に
な
る
か
ら
。

こ
の
呼
び
か
け
を
し
て
、
一
人
、
二
人
、
三
人
と
私

の
決
意
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
る
と
願
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ま
る
で
、
汽
車
が
一
つ
一
つ
つ
な
が
っ
て
い

く
よ
う
に
。
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